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【手続補正書】
【提出日】平成29年12月1日(2017.12.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画素開口領域を含むアレイ基板、
　前記アレイ基板上に位置し、かつ前記各画素開口領域内に位置する発光デバイスを含む
有機発光ダイオード表示装置であって、
　前記発光デバイスが正孔輸送層、発光層及び電子輸送層を含み、そのうち、
　前記発光層の前記アレイ基板上における垂直投影が前記画素開口領域を限定し、
　前記正孔輸送層及び前記電子輸送層がそれぞれ前記発光層の両側に位置し、または前記
正孔輸送層及び前記電子輸送層が前記発光層の同じ側に位置し、
　前記正孔輸送層の前記アレイ基板上における垂直投影と前記電子輸送層の前記アレイ基
板上における垂直投影がともに前記画素開口領域を部分的にカバーし、かつ前記正孔輸送
層の前記アレイ基板上における垂直投影と前記電子輸送層の前記アレイ基板上における垂
直投影が互いに重なり合わない、有機発光ダイオード表示装置。
【請求項２】
　前記発光デバイスが前記正孔輸送層の前記発光層から離れる側に位置する正孔注入層、
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及び前記電子輸送層の前記発光層から離れる側に位置する電子注入層をさらに含み、前記
正孔注入層と前記正孔輸送層が完全に重なり合い、前記電子注入層と前記電子輸送層が完
全に重なり合う、請求項１に記載の有機発光ダイオード表示装置。
【請求項３】
　前記発光デバイスが前記正孔注入層の前記発光層から離れる側に位置する陽極、及び前
記電子注入層の前記発光層から離れる側に位置する陰極をさらに含む、請求項２に記載の
有機発光ダイオード表示装置。
【請求項４】
　前記正孔輸送層と前記電子輸送層が前記発光層の同じ側に位置する時、前記陽極と前記
正孔輸送層が完全に重なり合い、前記陰極と前記電子輸送層が完全に重なり合う、請求項
３に記載の有機発光ダイオード表示装置。
【請求項５】
　前記正孔輸送層が前記発光層の前記アレイ基板に向かう側に位置し、かつ前記電子輸送
層が前記発光層の前記アレイ基板から離れる側に位置する時、前記陽極と前記発光層又は
前記正孔注入層が完全に重なり合い、前記陰極と前記電子注入層が完全に重なり合う、請
求項３に記載の有機発光ダイオード表示装置。
【請求項６】
　前記正孔輸送層が前記発光層の前記アレイ基板から離れる側に位置し、かつ前記電子輸
送層が前記発光層の前記アレイ基板に向かう側に位置する時、前記陽極と前記正孔注入層
が完全に重なり合い、前記陰極と前記電子注入層又は前記発光層が完全に重なり合う、請
求項３に記載の有機発光ダイオード表示装置。
【請求項７】
　前記発光デバイスは、前記正孔輸送層と前記発光層の間に位置する電子障壁層、及び前
記電子輸送層と前記発光層の間に位置する正孔障壁層をさらに含む、請求項１に記載の有
機発光ダイオード表示装置。
【請求項８】
　前記発光デバイスは、前記正孔輸送層と前記発光層の間に位置する電子障壁層、及び前
記電子輸送層と前記発光層の間に位置する正孔障壁層をさらに含む、請求項２に記載の有
機発光ダイオード表示装置。
【請求項９】
　前記発光デバイスは、前記正孔輸送層と前記発光層の間に位置する電子障壁層、及び前
記電子輸送層と前記発光層の間に位置する正孔障壁層をさらに含む、請求項３に記載の有
機発光ダイオード表示装置。
【請求項１０】
　前記発光デバイスは、前記正孔輸送層と前記発光層の間に位置する電子障壁層、及び前
記電子輸送層と前記発光層の間に位置する正孔障壁層をさらに含む、請求項４に記載の有
機発光ダイオード表示装置。
【請求項１１】
　前記発光デバイスは、前記正孔輸送層と前記発光層の間に位置する電子障壁層、及び前
記電子輸送層と前記発光層の間に位置する正孔障壁層をさらに含む、請求項５に記載の有
機発光ダイオード表示装置。
【請求項１２】
　前記発光デバイスは、前記正孔輸送層と前記発光層の間に位置する電子障壁層、及び前
記電子輸送層と前記発光層の間に位置する正孔障壁層をさらに含む、請求項６に記載の有
機発光ダイオード表示装置。
【請求項１３】
　前記発光デバイスにカバーする保護層をさらに含む、請求項７に記載の有機発光ダイオ
ード表示装置。
【請求項１４】
　複数の画素開口領域を含むアレイ基板を形成すること、
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　前記アレイ基板上の各画素開口領域内に発光デバイスを形成することを含む有機発光ダ
イオード表示装置の製造方法であって、
　前記形成される発光デバイスが正孔輸送層、発光層及び電子輸送層を含み、そのうち、
　前記発光層の前記アレイ基板上における垂直投影が前記画素開口領域を限定し、
　前記正孔輸送層及び前記電子輸送層がそれぞれ前記発光層の両側に位置し、または前記
正孔輸送層及び前記電子輸送層が前記発光層の同じ側に位置し、
　前記正孔輸送層の前記アレイ基板上における垂直投影と前記電子輸送層の前記アレイ基
板上における垂直投影がともに前記画素開口領域を部分的にカバーし、かつ前記正孔輸送
層の前記アレイ基板上における垂直投影と前記電子輸送層の前記アレイ基板上における垂
直投影が互いに重なり合わない、有機発光ダイオード表示装置の製造方法。
【請求項１５】
　前記正孔輸送層、前記発光層及び前記電子輸送層が精細メタルマスクを用いて前記アレ
イ基板上に蒸着して形成される、請求項１４に記載の製造方法。
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